
Title 「身体性」と「癒し」に関する一考察〜「聖娼」のイ
メージをもとに〜

Author(s) 廣澤, 愛子

Citation 大阪大学教育学年報. 2001, 6, p. 337-346

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/11400

rights

Note

Osaka University Knowledge Archive : OUKAOsaka University Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

Osaka University



大 阪 大 学 教 育 学 年 報 第6号(2001年)

ノ㎞1a1ε(1f正 ヨdロca直o霞a151ロ(加5Vol.6

337

〈研究 ノー ト〉

「身体性」 と 「癒 し」に関する一考 察

～ 「聖娼 」のイ メー ジを もと に～

廣 澤 愛 子

【要 旨 】

近年 、心理療法 に訪れる人々の中に、心身症や摂食障害 とい った体の症状 を伴 う女性が増 えている。 この背景に

ついて考 える うちに、心身二元論 的に捉 えるこ との限界 を感 じ、心 と も体 と もつかぬ、そのあいだにある ような、

あるいはその両者を包 み込む ような 「身体」があるのではないか と考え至るようになった。

そこで本論 においては、「身体性」 について考えるための一つ の素材 として 「聖娼」 とい うイメージ を用 い、 こ

れ を中心 として連想 されたい くつかの トピックについて考察 した。聖娼 とは神殿巫女 とも呼 ばれ、神殿 を訪れる異

邦人 と聖 なる性 の結びつ きをした女性 たちである。論文構成 は、1.聖 娼 とい うモチー フにおいて、聖娼の イメー

ジやそこか ら考 えられ る二つの視点 について触れ、2.女 神 イナンナでは、聖娼 の儀式 を見守 る女神 イナ ンナの属

性について考察 した。そ して、3.主 体的受動性 と意識性及 び、4.自 然の リズ ムと聖娼は、聖娼 のイメー ジか ら

連想された二つの視点であ り、ここで は女性が主体性 を獲得 してい くことの必要性 と困難 さや、身体性の問題 と女

性性 の荷 う癒 しの力の親近性 、あるい は聖娼が体現 している、生 と死の循 環や性 のもつ 「魔」 の様相 について論 じ

た。これ らは今後、身体性 についてよ り考察 を深めるための重要なキーワー ドになるように思われた。

〈はじめに〉

近 年 、心 理療 法 に訪 れ る人 々の 中 に、心 身症 や摂 食 障害 とい った身 体 に まつ わ る病 い を抱 えた ひ とが増

えてい る よ うに思 われ る。 こ こで い う身 体 とは、 ここ ろ と対 峙 され る、 いわ ゆ る体 とい う意 味 で は な く、

ここ ろ と も体 ともつか ぬ、 そ のあ いだ に あ る ような、 あ るい はそ の両 者 を包み 込 む よ うな意味 で用 い て い

る。 はっ き りと言 語化 す る こ との 難 しい領 域 で はあ るが 、 それ はWinnicottの 言 う中 間領 域 やJung派 の 人 々

がsubtlebody(捉 えが たい体)と 呼 ん でい る もの に近 く、体 とい う物 質 的 な もの と ここ ろ とい う心 的 な も

の の両者 が 関与 した と ころ とい う意 味 であ る。

筆 者 は上 述 した ようない わ ゆる体 の症 状 を伴 う人 々 と接 して い くな かで、こ こで い うとこ ろの 「身体 性 」

につい て考 え始 め る よ うに なった 。 ち なみ に心 身 症や 摂食 障害 とは女 性 に多 い疾 患で あ り、 その こ とは身

体 性 を考 え る際 に考 慮 すべ き大切 な点で ある と思 わ れ るが 、今 日、彼 女 た ちは なぜ 「身体 を病 ん で い る」

の で あ ろ うか。 そ して心 身症 や摂 食 障害 とい っ た身体 の 病 を通 して何 を訴 えてい るの だ ろ うか。 さ らに、

そ の病 を く ぐって 治癒 されて い く過 程 にお い て、 どの ような変容 が お こってい るの だ ろ うか。

この よ うな問い に答 える こ とが 筆者 の 目的 で ある が、現 段 階 にお いて この問 いに直 接 的 に答 える ことは

大 変難 しい 。 そ こで本 論文 にお いて は、 「身体 性」 に深 く関与 す るイ メー ジを持 つ 「聖 娼」 とい うモ チ ー

フを使 い、 このモ チ ー フか ら考 え られ る こ とをまず は ま とめ る こと と した。 ち なみ に 「聖娼」 とは 、神殿

に居 て、 そ こを訪 れ る不特 定 多 数 の男性(Stranger)に 身体 を許す 女性 た ちで あ り、 古代 にお い て は実 際

に存在 して い た。 「聖 娼」 につい て は後 に詳 述 す るが 、 彼 女 たち は 「神殿 巫 女」 や 「神 殿 売春 」 と も呼 ば

れ 、 こ こでの性 の結 びつ きは聖 なる もの で あ り宗 教 的 な行為 と して認 識 され る もの で、今 日的 な価値 観 の

もとで誤 った解 釈 は しないで お きたい 。

ひ と くち に 「聖 娼」 の モチ ー フか ら考 え られ る こ ととい って もい ろい ろ とあ るが 、 ひ とつは聖 娼 の儀 式

(イニ シエ ー シ ョ ン)か ら考 え られ る こと を まとめ、 また もう一 つ は、聖 娼 とい う女性 像 が もつ イ メ ー ジ

か ら考 察で き る こ とを ま とめ た。 前 者 は本 論 にお け る 「3.主 体 的受 動 性 と意 識 性 」 に あた り、後 者 は
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「4.自 然 の リズ ム と聖 娼」 にあた る。 また、 これ らにつ い て述べ る前 に 「1。 聖 娼 とい うモ チー フ」 に

おい て 、聖 娼 に つい て の説 明や そ こか らイ メー ジ され る こ とを簡 単 に ま とめ、 「2.女 神 イナ ンナ」 にお

いて は 、聖娼 の イ メー ジの原 型 となっ てお り聖娼 の儀 式 を見 守 る女 神 であ る イナ ンナ の属性 につ いて ま と

めた 。

聖 娼 とい う こ ころ と体 の二分 極 を越 えた存在 につ い て考 え る ことは、 心 身症 や摂 食障 害 とい った身体 の

問題 を抱 えてい る人 々 の病 いが もつ 意味 や その治 癒 過程 につい て知 るため の大前 提 で あ り、 また そ こか ら

有 益 な示 唆が 得 られ る と も思 う。 しか しま た ここで は聖 娼 とい う一 つ の視座 か ら連 想 され るこ とを ま とめ

てお り、 この こ とが どう身体 性 を考察 す る こ とに結 び つ くの か、あ る いは心 身 症 や摂食 障 害 の人 々 との心

理 療法 を論 じて い くことに どう繋 が っ てい くの かが あ ま り明確 にな ってい ない 。 した が って、 そ れ につい

ては今 後 の課 題 と し、本論 はそ の前段 階 と して の臨床 心 理学 的 な基 礎 的研 究 と して位置 付 け、 博士 論文 の

礎 の 一 つ と した い と思 う。

1.聖 娼 とい うモチーフ

聖 娼(TheSacredProstitute)と は聞 きな れ ない言 葉 か も しれな いが 、 歴史 的 に確 か に存 在 した 女神

に捧 げ られ た人 間 の女性 で あ り、 また現代 女 性 の こ ころの 中 に息づ く元 型 的 な女性 イメ ー ジで もあ る。バ

ビロニ ア の習 慣 で は 、 その 国 のす べ て の女 性 が 一生 に一度 は、 愛 の女 神 の 神殿 に こ もっ て見 知 らぬ男 性

(Stranger)と 交 わ らなけ れ ばな らなか った とい い、聖 娼 の儀 式 が女性 のイ ニ シエ ー シ ョン と して存 在 して

い た こ とを示 してい る。聖娼 の儀 式 を簡略 化 して述べ る と次 の ように なる。

見 知 らぬ男性(Stranger)は 神 殿 の社 内 に座 って い る女性 の膝 元 に コイ ン を投 げ、 そ して 「ミュ リ ッタ

様 の御 名 にか けて、 お相 手願 い たい 」 とだ け言 えば よい。 女性 はそ れをつ き返 す こ とは 出来 な い掟 にな っ

て い る。二 人 は女神 の ご加 護の も とで 、匿 名性 の 出会 い を して個 人 的な 関係 を超 え た聖 な る結 びつ きを経

験す る。 コイ ンは女性 に対 して払 われ た もの で は決 して な く、彼 女 の献 身の儀 式 に参 加 させ て もらえ る よ

う許 しを得 るた めに、 女神 に支 払 われ たの で あ る。女 性 は男性 を受 け入 れ た後 、女神 に対 す る奉 仕 を果 た

した こ とにな り家 に帰 る こ とが で き、来 るべ き結 婚 の準備 を整 え るので あ る。

ま た、古 代 の わ が国 におい て も同様 に、 女性 は異 界 か らや って くる異 邦人(Stranger)を 歓 待 し、 この

「まれ び と神 」 と一夜 を とも にす る こ と を経 験 して 初 め て 人 間 の妻 とな る こ とが で きた と言 う(折 口 、

1929)。

河 合(2000)は これ を 「娘 が母 に なる ため の イニ シエ ー シ ョン」 であ る と述 べ て い るが 、 この よ うに言

われ る大 きな理 由の 一 つ と しては 、見 知 らぬ 男 性(Stranger)を 決 して拒 む こ と な く受 け入 れ る とい う

「絶 対 的 な受 容性 」 を経 験 す る こ とが あ げ られ る と思 わ れ る。 そ して この 受容 性 が 体 を伴 って な され る も

の で あ るこ とが女 性 のイ ニ シエ ーシ ョンの大 きな特色 で あ り、 これ がた だ無 知 に盲 目にな され る もので は

な く、 よ り意識 的 に 自ら 自覚 してな され る よ うな 「主 体 的 な受動 性」 と して機 能 し始 めた と き、 これ は一

つ の 「癒 し」 へ とつ なが って い く。 イニ シエ ー トされ る もの の こ ころが 「癒 し」 を経験 す る前 兆で あ り、

また心 理療 法 の場 で セ ラ ピス トが 「主 体的 な受 動 性」 を持 ちつ づ けてい る こ とが両 者の 変容 に とって必 要

で あ る とい う意 味 で もあ る。 「主 体 的 な受動 性 」 につい て は後 に詳 述 したい が 、女 性 の イニ シ エ ー シ ョン

と絡 めて聖 娼 の モチ ー フか ら理 解 され る一 つ 目の視 点 と して取 り上 げてお きたい。

また、宮 野(2000)は 聖 娼 の儀式 につ いて 「象 徴 的 に解 釈 す れ ば、見 知 らぬ他 者 と して外 界 に投 影 され

た、女 性 の聖 な るエ ネル ギ ーであ る男 性性 に覚 醒 し、 そ れ をAphroditeの 守 りの も とに自 らの う ちに受 け入

れ る こ とで あ る」 と表現 してい る。 見 知 らぬ 男性(Stranger)の 侵 入 を女 性 が少 女 か ら大 人 の女 性 にな る

ため の イニ シエ ー シ ョン と して捉 えて い るが 、 「女性 の聖 な るエ ネ ルギ ーで あ る男 性性 に覚 醒 す る」 とい

う表現 は、非 常 に示唆 深 い。 ここで い う男 性性 に は様 々 な意味 合 いが含 まれて い る と考 え られ るが、 ひ と

つ には女性 に とって の意識 性 を表 してい る よ うに感 じられ る。 意識 す る こ と、 知 って い る こ と、見 て い る

こと、 それ らは成熟 した女性性 を獲 得 して い く過 程 で たいへ ん重要 で あ る。少 女 に とって 大人 の女 性 に な

るた め の イニ シエ ー シ ョンは、 ギ リシ ャ神 話 にお け るペ ル セ ポ ネーのハ ーデ ース に よる強 奪 に見 られる よ
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うに、死 ぬ ほ どの恐 怖 であ る の に、た だ じっ と受難 す る しか ない とい う初 め ての 経験 で ある 。 また女 性一

般 に とって も、 聖娼 とい う儀 式 が 内包 す る、 己の意 思 に 関わ らず不 特 定 多数 の男 性 と身体 をあ わせ なけ れ

ば な らない とい う掟 は 、 ま さに身 を もっ て己 を さ ら し、来 る もの を受 け尽 くす とい う、同 じ く受難 の過 程

を た どる と考 え られ る 。Perera(1981)は 、 この こと を 「不 特 定 の男 性 の非 個 人 的 な フ ァロス とい う十字 架

に礫 に なる とい うイニ シエ ー シ ョンの 中で、死 ぬ思 い を味 わ っ た こ とで しょ う」 と説 明 してい る。 しか し、

こ の よ うな過程 を経験 して は じめ て 「意識 性 」 が芽 生 え る よ うに思 わ れ、 「受 動性 」 も主 体性 を獲得 す る

ように感 じられ る。徹 底 的 に受 け入 れ る とい う 「受 容性 」が もつ癒 しの力 が必 要 であ り、 ま た必 然 で あ る

とと もに、 それ に と もな う 「痛 み」 を感 じる こ とが 主体 性 を喚起 し、女 性 の イニ シエ ー シ ョンに とっ て も

女 性性 の成熟 に とって も必要 不 可欠 で あ る と思 わ れ る。 そ して さ らに、 この 「痛 み」 を感 じる こ とが 身体

性 につい て考 え る際 の ひ とつ の キ ーワ ー ドにな る と感 じられ るの で あ る。

一 方
、Qualls-Colbett(1988)は 聖 娼 につ いて詳 細 に述 べ てい るが 、聖 婚 の儀式 にお け る聖 娼 の役 割つ い

て は以下 の よ うに記 して い る。

「彼女 は自分 自身の ア イデ ンテ ィテ ィの感 覚 を与 え て もら うため に男 を必 要 と したの で はない 。む しろ、

この行 為 は彼 女 自身が女 性 で ある こ とその もの に根 ざ してた。 ・・(略)・ ・彼 女 の存 在理 由 は、 愛 の行為 の

実 践 に よって女神 を崇 め る こ とで あ り、 ・・(略)・ ・根本 的 な再 生 の力 に触 れ、 そ して それ に よっ て、女 神

の化 身 として生命 と愛の 連続 性 を保証 した。」(Qualls-Corb飢 、1988)。

つ ま り、愛 の女 神 の神 聖 な 自然 の法則 の も とで、 彼女 た ち は奔放 に官 能 的 に 自 らの セ クシ ュア リテ ィを

体 現 し、 か つ 誰 の た め で も な い 自分 自 身 の た め に愛 す る こ と を 表 現 す る の で あ り、 見 知 らぬ 男 性

(Stranger)で あ るが ゆ え にそ れが 可 能 であ る と考 え られ る。Harding(1971)は この ような あ り方 を、 よ

り主 体 的 な存 在様 式 と して評 価 してお り 「自分 自身 のた めの 個 人(One-ln-Herself)」 と表 現 す る。 ここで

も見 知 らぬ男性(Stranger)で あ る とい う こ とが 重 要視 され てい る が、 そ れ は個人 を愛 し、 そ れ ゆえ個 人

的愛 に縛 られた りす る こ とな く、 自然 に、 お もむ くが ま まに 自 らのPassionを 体 現 す るため に は匿名 性が 必

要 だか らで あ る。 こ こでの聖 娼 の イ メー ジは、情 熱 的 ・情動 的で 、愛情 深 く奔 放 で、本 能 的で あ り、 また

躍動 し、 た くさん の命が 息吹 き、 ど くど くと波打 つ 生命 の力 強 さを感 じさせ る。つ ま り 「生 きて いる こ と」

を表 し、季節 で 言 え ば花 が 咲 き乱 れ る春 のイ メ ージが 最 も近 い。Ulanovは 女性性 の=二つの機 能 につい て言

及 して い るが 、ひ とつ は母性 的 で静 的で 、安全 や保 護 を もた ら し、安 定 して変 わ る こ との ない側 面 で あ り、

も う一 つ はダ イナ ミックで変 容 を促 す ような側 面 であ る と言 う。Qualls-Corbett(1988)は 後 者 を聖 娼 に結

び付 け てお り 「愛 の女神 と結 び付 け られ、聖 娼 と同一視 され るの は、 まさ に女性 の なかの この動 的で 、変

化 し、変 容 を促 す側 面 な ので あ る」 と述べ て い る。つ ま り、先 の 「主体 的受動 性」 におい て はあ る種 の忍

耐強 さ、 じっ と動 かず待 つ こ と、 など に言 及 した が、 同 じ聖娼 の イ メー ジか ら、変 化 を もた ら し、創造 し

て い くとい う動 的 な側 面が 喚起 され る。 これ もまた心 理療 法 にお い ては重 要 な こ とで あ り、 さらに、動 的

な リズ ム とは 身体性 に関 わ るひ とつの 大事 な要 素 なの で、 これ を二つ 目の視 点 と して取 り上 げて みた い と

思 う。

ここ まで 、聖 娼 とい うモチ ー フか ら連想 され る二つ の視 点 につ い て述べ て きたが、次 にそ れ ら につ い て

よ り詳 し く考 えて い きた い と思 う。 しか し、 それ らにつ いて触 れ る前 に、聖 娼の 儀式 を見 守 る女神 と して

崇 め られ てい る、 シ ュ メール神 話 にお け る女神 「イ ナ ンナ」 につ い て ま とめ て お き.たい 。そ れ は、 イナ ン

ナ の特性 やイ ナ ンナ の聖婚 につい て概 観 して お くこ とが 、先 の二 つ の視 点 につ いて考 える際 の前 提 に なる

と思わ れ るか らで あ る。

2.女 神イナンナ

シ ュメ ール神 話 に登 場 して い る大女 神 イナ ンナ は、 神 々の 娼婦 と して位 置 付 け られ聖 娼の 儀式 を見 守 る

女神 と して崇 め られ てい る だ けで は な く、多 様 なイ メー ジ を荷 った 女神 で あ る。Perera(1981)は イ ナ ンナ

の属 性 につ い て次 の よ うに述べ て い る。
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「私 た ち の用 いる語 感 で い う ところの 母性 的 な存 在 で はあ りませ ん。 女神 アル テ ミスの よう に、 彼女 は

『母性 性 と処 女性 、 生命 の喜 び と殺 人 の欲 望 、肥 沃 さ と獣 性 との境 界 領域 の半 ば』 にい るの です 。 イ ナ ン

ナ は典型 的 な、 ポ ジ テ ィブ な少 女(プ エ ラ〉、つ ま り永 遠 に若 く、動 的 で、狸 猛 で 、感 覚 的 な、処 女 の 娼

婦 なので す。 そ して 、落 ち着 い た、家 庭 的 な妻 で は決 して な く、父 権制 の 下の 母で もあ りませ ん。独 立 を

保 ち、恋 人 と して 、若 い花 嫁 と して、 また未 亡 人 として の魅力 を も保 って い るの です 。 ・・(略)・ ・豊穣 、

秩 序 、戦 争 、愛 、 天界 、 癒 し、 情動 、 そ して歌 の女 神 と して の力 を持 って い る に もかか わ らず 、 さ らに、

数 々 の神殿 に令 嬢 や妃 の称 号 を持 っ てい て も、 イナ ンナ は放 浪者 な ので す」(Perela,1981)。

大 変多彩 な印象 を与 える女神 であ るが 、 イナ ンナ は若 い 羊飼 いで あ る ドゥム ジ と聖婚(ヒ エ ロス ・ガモ

ス)を 果 たす 。 この 聖婚 にお ける女神 イナ ンナ と同一化 す る なか で女性 的 な霊 の力 を受 容 す る と され てい

るのが、 聖娼 の儀 式 と言 えるだ ろ う。

と ころで イナ ンナ と ドゥムジ の関係 につ いて だが 、 ドゥム ジ とい う名 前 は 「忠実 なる息子 」 とい う意 味

であ り、 女神 イ ナ ンナ に とって 、 ドゥム ジは息 子 の よ うな恋人 で あ る といえ る。 これ は愛 の女 神 に共通 し

て い る こ とで あ り、 女神 イシ ス とオ シ リス、 女神 キ ュベ レと ア ッテ ィスの 関係 も同様 で あ る。 この2者 関

係 、 す な わち太 母 と少年 神 との 関係 につ いてNeumann(1971)は 「太母 に属す る少 年 は春 の神 で あ り、彼

は殺 されて死 なね ば な らないが 、 その死 は母 に よっ て嘆 かれ 、彼 は再 び産 み返 され る。 ・ ・(略)彼 らは

その 身体 的 な美 しさ によ って女神 の 恋心 を惹 きつ け るだ けで あ る。 そ れ を抜 きにす れば、 彼 らは神 話 の英

雄 た ち とは対 照 的 に、力 も特色 もな く、個 性 と行動 力 に欠 け てい る」 と述 べ てい る。 つ ま りこ こでい う少

年神 とは、 大地 に蒔 か れ る種 の よ うな存 在 で あ り、新 しい命 を生 み 出す ため の、個 別性 の全 くない、単 な

る授 精力 に過 ぎない と言 える。そ して、蒔 かれ た種 が芽 吹 き新 しい命 を生 み 出 し、そ の後枯 れて土 に返 り、

また次 の 新 しい命 を生 み 出す もと とな り… と永遠 に循環 して い く生 の営 み が そ こに は見 られ る。 豊穣 を

も司 る女神 か らす れ ば、 それ は必 要不 可 欠 なあ り様 であ るが 、 こ こでの 女神 に とって は蒔か れ た種 が何 で

あ って も問題 で はな い。 ただ 、授精 力 が あ りさえす れ ばいい の であ る。 そ れゆ え、 女神 自身 は いつ も自己

完 結 して お り、性的 結 合 として は対 等性 を有 して い る とはい えない だ ろ う。これ はい わゆ る 「永 遠 の少年 」

の イ メー ジに も繋 が る。 永遠 の少 年 とは 、ギ リシ ャの エ レ ウー シス の密儀 にお け る少 年神 「イ ア ッ コス」

を指 して呼 ん だ言葉 で あ るが 、エ レウー シス の秘 儀 とは平 た く言 えば死 と再 生 の儀式 で あ り、母 な る大 地

にお い て穀物 が 春 に は芽 生 え、冬 には枯 れて い くこ とを意味 して い るの で あ る。 そ して、 「この死 と再 生

を繰 り返 す穀物 の姿 の権 限 と して 『永 遠 の少 年』 イア ッコス が登 場 す るので あ る。永 遠 の少 年 は成 人す る

こと な く死 に、太 母 の 子 宮 の なか で再 生 し、少 年 と して再 び この世 に現 れ る」(河 合 、1976)の で あ る。

イナ ンナ にとっ ての ドゥム ジ もこれ に近 い イメ ージ だ と言 う こと も出来 るだ ろ う。

また、 イナ ンナ につ い て は シュ メー ル神 話 におい て 、「イナ ンナの 冥界 下 り」 が あ る。 この神話 は要 約

す る と以 下の ように な る。

天 と地 の女神 であ る シ ュメー ルの 女神 イナ ンナが 、天 地 を捨 て て地下 界へ 降 りてい く決心 をす る。地 下

界 には、 冥界 の女 王 で あ るエ レシ ュキ ガル がお り、 自分 の 国 に入 って きたイ ナ ンナ に対 して怒 り狂 い、 イ

ナ ンナ は殺 され て しまう。 しか し、 イ ナ ンナは事 前 に三 日経 って も自分 が帰 って こ なけれ ば 自分 を救 出 し

て くれ る よう父 の神 々 に助 け を求め る ように と、信 頼 してい た 女性侍 従 ニ ンシュ ブル に伝 えて あ る。 イナ

ンナ が三 日経 って も帰 って こ なか った ので、 ニ ンシ ュブル は、水 と知恵 の神 エ ンキ に二 人 の小 さな嘆 き人

を作 って もらい 、彼 らが エ レシュ キ ガル と接 触 して、首 尾 よ くイ ナ ンナ を助 け出す 。 しか し、 イ ナ ンナが

助 け出 され生 き返 った か らに は身代 わ りを送 らな け れば な らず 、 ス ケー プ ゴー トと して、 イ ナ ンナの配 偶

者で あ った ドゥム ジが差 し出 され る。 しか し、 ドゥム ジの姉 ゲ シ ュテ ィア ンナが彼 を庇 い、 彼 の 身代 わ り

に 自 らを犠牲 と して差 し出 し、結 局 、 ドゥム ジ とゲ シュテ ィア ンナ は一年 の半 分ず つ を其 々の 地下 界 で過

ごす こ ととなる。

イナ ンナ は天 と地 の世 界 にお い て は、 これ以 上 な いほ どの大 女神 で あ る。 その イ ナ ンナが なぜ あ えて冥

界下 りを行 う必 要 が あ った のだ ろ うか。 最愛 の 夫で あ る ドゥムジ を差 し出 して まで。 いや 、 む しろ最上 の

女神 で あ ったか ら こそ、 最 も地 下深 くまで 降 りなけ れ ば な らな か っ たの か も しれ ない 。Perera(1981)は 、
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この神話 に、キ リス ト教 文化 圏 にお い て 「父 の娘 」 と言 わ れ る現代 女性 が 、女性 性 の根 源 に触 れ その全 体

性 を回復 してい くプロ セス を見 て、現 代 女性 の イニ シエ ー シ ョンについ て詳 細 に語 っ てい る。父 の娘 とは、

現代 社 会 におい て男 性 の価 値 観 に沿 っ て生 きて きて しまい 、男 性 の期待 や 評価 に映 し出 され る なかで 自分

自身 を見 出 して きた ような 女性 を指 して い るが(豊 田 、1995)、 イナ ンナ はそ の イ ニ シエ ー シ ョン を最 初

に行 った女 性 で あ り、 「イ ナ ンナ は私 た ち にその 道 を示 して お り、彼 女 は、 女性 の深 い知 恵 と償 い を求め

て 自分 自身 を犠牲 に した最 初 の者 」(Perera、1981)で あ る と言 わ れて い る。

そ して、 イナ ンナの冥 界 下 りが 「父 の娘 」 の イニ シエ ー シ ョンに なぞ られ る こ とか ら、 イ ナ ンナの イ メ

ージ には 「父の娘 」 的 要素 が多分 に含 まれ てい る こ とが 示唆 され る。 おそ ら くそ の一 つ は 「セ クシ ュア リ

テ ィ」 で あ り、魅 惑 的で 奔放 な愛 に生 きる イナ ン ナ と 「父 の娘 」 のイ メ ージ は重 な る。 「父 の娘 」 につい

て考 える と き、 このセ ク シュ ア リテ ィを ど う捉 え るの か は重要 で あ る。 イナ ンナ の イメ ー ジか らはセ ク シ

ュア リテ ィ こそ 女性 性 の本 質 を表す もの とい う印象 も抱 く。 よ って、 父の娘 と呼 ば れる女 性 た ちが そ れ を

失 わず にい た と も言 える し、逆 に何 か を得 るた めの 手段 と してそ れ を用い て きた と もい え、二 重 の意 味 を

持 つ。 セ ク シ ュア リテ ィとは 身体性 に ま さに結 びつ くもので あ る ゆえ 、慎 重 に考 える必 要 が あ る。一 方、

摂食 障 害の 女性 た ちは 、自らの体 を拒 絶 し女性 で あ る こ とを否 定 す るか の よ うにガ リガ リにや せ細 るなか、

押 し付 け られ た もので は ない真 の 身体性 を生 きる ため に、 イ ナ ンナ とは別 の方 法 で現 状 に反旗 を翻 してい

る と言 え るの か も しれ ない 。 「父の 娘」 と呼 ばれ る女性 た ち も体 を病 む女性 たち もと もに、 「身体」 の あ り

方 が変 化 し、捉 え なお され る過 程 にお ける必 然 的存 在 と筆 者 には思 わ れ る。 現代 にお いて 、 「父の 娘」 と

呼 ば れる女 性や 摂食 障 害 な どの 身体 を病 む女性 が増 加 してい る こ との必然 的、 あ る いは積 極 的意味 を もう

少 し考 え てい く必 要 が ある ので は ない だろ うか 。

3.主 体的受動性と意識性

ここで は まず 、聖 娼 のモ チ ー フか ら連想 された 一つ 目の視 点 「主体 的受 動性 と意識 性」 につ いて考 察 し

たい 。

聖 娼の 儀式 にお い て、 女 性 は不 特 定多 数 の見 知 らぬ男 性(Stranger)を 受 け入 れ る こ とに よ り、 絶 対 的

な受動 性 を経験 す る。 一方 、 この儀 式 を見 守 る女神 で あ る イナ ンナ は、 む しろ主 体 的 に 自らそ れ を受 け入

れ る存 在 であ り、 聖娼 と して生 涯 を送 る女 性 た ち も同 じ く、 そ の主体 性 を直観 的 に分 る人 々で あ る とい え

る。 おそ ら く、主体 性 に 目覚 め るた め に、 女性 に とって は この よ うなイ ニ シエ ー シ ョンが必 要 なの であ ろ

う。 この 主体 的 に受 け入 れ る とい う姿 勢が 女性 の 自己実現 に とって重 要 で あ る ことは よ く指摘 され る と こ

ろで あ るが、 玉谷(1985)も 、 分 け のわ か らぬ もの を分 らぬ ままた だ受容 す る ことの重 要性 を指摘 し、徹

底 的 な受容 の態 度 を取 る こ とが逆 に意 識化 へ の道 を進 ませ る こ とにな る と述 べ てい る。 つ ま り、主体 性 は

徹 底 的 な受 容性 か ら生 まれ る とい うので あ る。受 け入 れ る こ と とは母 性 的側 面 の ひ とつ と言 う こと もで き

るが 、Schwing(1966)は 分 裂病 の治療 に必 要 な もの と して 「母 な る もの」 を挙 げて い るが 、彼 女 は母性

を 「母親 愛」 と 「母 な る もの」 とに分 けて考 え 、前 者 を、本 能 的で子 ど もを対 象 と して愛 す る とい うよ り

は 自己 の一部 と して愛 す る と し、 後 者 を、相 手 の身 に なっ て感 じ他 の ひ との必 要 とす る もの を直観 的 に感

じる能力 で ある と述べ て い る。 つ ま り、 自分 の ことの よ うに相手 の こ とを感 じるので は な く、 相手 を相 手

と して 自分 とは分 離 した存 在 と して認 識 しつつ感 情 移入 す る共 感能 力が 「母 なる もの」 で あ る と言 えるだ

ろ う。 したが って 「受 け入 れる」 とい う こ とも、 ただ ひた す ら に受 け れい れつ つ も、 それ を意 識 し見 てい

る 「眼 」 が必 要で あ り、 呑 み 込 み吸 い込 んで い く よ うに受 け 入 れ る ので は な く、 「受 け る こ と」 に伴 う

「痛 み」 を感 じる ことが 重要 で あ る。 受 け入 れ つつ も、 異 物 と して他 者 を意 識 す る ので あ る。 これが意 識

性 であ り、 こ こか ら、治 療的 に働 き癒 しへ と繋 が る よ うな 「主体 的 受動 性 」 「母 な る もの」 へ と繋 が っ て

い く。

また 一方 、聖 娼の 儀式 に見 られ る絶対 的 受容 性 にお い ては、 誇 ら しく もあ りど こか悲 し くもある女性 の

姿 の必 然性 が あ る。 そ して 、 こ こ に女性 性 の もつ 癒 しの姿 も垣 間見 られ 、来 る もの(Stranger)を 身体 で

受 け止 め、力 を被 り、そ して身体 に刻 み、痛 む中で 癒 して い く。 ア メノ ウズ メの カ オテ ィック な裸 踊 りに
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して も、 自 らを さ らけ出す 中で 笑 い を もた ら し、 アマ テ ラス を引 っ ぱ りだす とい う救 済 に導 いて い くと も

考 え られ る。売 笑性 とい う言 葉 が あ るが、周 知 の とお り春 を売 る とい うこ と と笑 い を売 る とい うこ とは同

義 的 に用い られ る。そ して 「笑 い」 は癒 しの種 で あ る。 「女 性 的心 性 の 『下方部 分 」 を象徴 してい る」(横

山 、1995)ア メ ノウ ズメ 、聖娼 と同様 に 「『性」 を 『聖 な る もの』 と して 生 き、神 々 と と もに遊 んだ女 た

ち」(佐 伯 、1987)で あ る遊 女 、彼 女 た ち は と もに女 性性 が 荷 う確 か な癒 しの力 を身体 ご と表 してい た よ

うに思 われ る。 神聖 視 され本 能 ・大 地性 と結 びつ け られ てい た女 性 の 「体 」 で万 事 を内包 す る とこ ろにそ

の存 在様 式が 窺 わ れる と言 える。

しか しまた 同時 に、 別の ことが頭 を よぎる。 つ ま り、聖 娼 は誰 の もので もあ るが ゆえ に誰 の もので は な

い とい う意 味 で 聖 な る処 女 と も呼 ば れ、処 女 とは本 来 、 「独 立 した女性 」 とい う意味 を持 つ とい う。 だが

ここで は、真 に独 立 した女性 で あ る とは言 え ない よう に も思 わ れ、 自己愛 的完 結 の もとに、 自 らの身体 を

空 っぽ に してそ の器 の 中 に投 じ られ た もの を無批 判 に受 け る しか ない、それ に伴 う痛 み も覚 える のであ る。

これ につい て水 田(1992)は 、次 の ように警 鐘 を鳴 ら して いる。

「女性 に とって 、い まや 自分 自身の 身体 は、 最 も困難 で 重大 なプ ロ グ レマ テ ィ ックであ る。 主体 が そ こ

に不 在 であ る ため に、 つ ま り、 子 を宿 すが 主体 を宿 す 場 とはみ な され なか ったが ゆ え に崇 め られ て きた女

性 の 身体、 そ の身体 を メタ フォ ア と した物 語 を読 む こ とを通 しての み認識 へ の道 を かろ う じて開 いて きた

女 性 は、 一方 で は新 た な深層 とされ 、他 方 で は深層 を空 に して(子 宮 を取 り除 いて)、 女 性 の 身体 をみず

か らも消 費 し得 る商 品 とされな が ら、 その物 語 の テキ ス トは不在 の ままな ので あ る」(水 田、1992)。

しか しなが ら水 田(1992)の 言 葉 か ら も窺 わ れ る よう に、 女性 の 「産 む性 」 は常 に強 調 され る とこ ろであ

り、そ の イ メー ジ と して は多産 や豊 穣 性 と結 び付 け られ る こ とが 多 い山姥(吉 田 、1989)を 挙 げる こ とが

出 来 る。大 庭 み な子 の 「山姥 」 像 にお いて は、 山姥 とは愛 す る もの を呑 み込 む まで追 いか け 、 しか し自分

の 羽 を抜 いて は織 物 を作 り上 げ る鶴 の よう に、 男 との 関係 で 言 えば男 を食 い 、男 に食 わ れ る母 性 的存 在 だ

と言 う(水 田、1998)。 こ こで い う山姥 の イ メ ー ジ は 自己 愛 的 で あ りか つ 自虐 的 で あ る。 こ れ は高 石

(1997)の 言 う、 日本 人独 特 のマ ゾ ヒス テ ィ ックな対 象 支配 、 ナ ル シ シズ ムの あ り方 につ なが るが、 水 田

(1998)は この よ うな在 り方 につ い て 「強 い られ た仮 の美 しい姿 の奥 底 に、 本性 で あ る山姥 の 自我 をい つ

も隠 し持 ち、愛 や介護 の名 の も とに男 や子 供 を食 べ尽 くして生 き延 び て きた、 した たか な女 の姿 と 自己意

識 が あ る」 と言 う。 そ して同時 にこ こか ら、個 体 を越 えて命 を紡 ぎ生 命 の永劫 性 を荷 う、 お ん なの 姿 の必

然 性が 垣 間見 られ る ので ある。

さ らに、 女性 性 の 「主体 的受 動 性」 を トリ ックス ター と比 較 して み たいが 、 トリ ックス ター とは多 くの

神 話 で活 躍 す る 「い たず らもの」 「道化 師」 で あ り、 ギ リシ ャ神話 にお け るヘ ル メスや 日本 神 話 に お ける

スサ ノオが これ に当 た る とい え る。トリ ックス ターは誰 か にい たず らを して傷 つけ た人 々の復 讐 を受 け る。

軽 い レベル で言 えば、 冗 談 を言 っ て笑 い を被 る とい うこ とに な り、 もう少 しシ ビア に言 えば 、 肉体 的 ・精

神 的 な苦痛 を受 け、永 続 的 な心 の 痛み を来 た し、 傷 つい た もの と して相 手 を癒 し、悩 め る ものが 悩 み を取

り去 る とい うス タンスで あ る。 これ は、癩 痛 の世 界 や被 虐待 児 の世 界 とも繋 が る。 女性性 が荷 う主体 的受

動 性 と トリ ック ス ター の 「引 き受 け方 」 か ら導 かれ る イ メー ジ とは、確 か に各 々別個 の もので あ る。前 者

は、先 に も述 べ た よ うに神 聖 な もの と して崇 め られ て いた 女性 の体 が深 く関与 してお り、後 者 はス サ ノ オ

やサ ス ラ ヒメ とい った さす らい の神 が人 間 の犯 した罪 や臓 れ を荷 って 去 ってい く姿 に重 な る。 後者 に つい

ては その 別の形 と して、 人 間の臓 れ や悪 を体現 す る 「乞 食」 や 「ヤ クザ」 の イメ ージ に も繋 が り、辺 縁 を

漂 い つつ 、全体 を浄化 してい く存 在で あ る と言 え る。 しか しなが ら、 ア メ ノウズ メの カオ テ ィ ックな裸 踊

りに繋 が る女性 性 の 「主 体 的受 動性 」 も、 トリ ックス ターの 心性 もと もに、 「個 の埋 没 に徹 して、全 体 を

救 済 す る」 とい う点 で は一致 してい る と言 える だろ う。

女性 のイ ニ シエ ー シ ョン とい う視点 で考 えて み る と、 先述 した よ うに、 た だ受 け とめ続 け るだ けで は な

く同 時 に痛 み を 自覚 し他 者性 に目覚 め る過程 におい て、 太母 に とって の少 年神 の よ うな無 名性 の存 在 では

ない 別 の ものが 立 ち現 れ る。 女 性が 匿 名性 の 出 会い をす る なか で、 自身の 自己完結 的 なあ り方 に 目覚 め、

ただ 受 け尽 く し、 自己愛 的 で しか ない 自身 に痛 み を感 じた と き初 め て、意 識性 が芽 生 える とい える。 した

が って聖 娼 の儀 式 を通 して ひ とつ には、 わ れわ れ は主体 的 に意 識 しなが ら徹 底 的 に受容 してい くとい うあ

り方 を獲 得 す る とい え、女性 性 の成 熟 に とって重 要 で あ る とい える。考 えてみ れ ば、 イナ ンナは冥 界 下 り



「身体性」 と 「癒 し」 に関する一考察～「聖娼」のイメージをもとに～ 343

におい て 、 自身 の 身代 わ りと して息子 の よ うな恋 人 で あ り、 また最 愛 の夫 で もあ る ドゥム ジ を差 し出す 。

これは、 冥 界下 りを経験 して よ り成 熟 した女性 性 を獲 得 した彼女 に とって、 ただ つ き慕 わ れ るだ けの恋 人

は あ ま りにち っぽ けで 、い と高 き ところ にい た イナ ンナ をい と高 き ところ に縛 りつづ け、 自己愛 的 であ る

が ゆえ に孤独 で もあ った彼 女 をそ こ に とど ま らせ て いた のが他 で もない ドゥム ジで あ った か ら とも言 える

だ ろ う。

やや論 旨が拡散 したが 、 これ まで見 て きた ように、 女性 の 意識性 の 問題 や 女性 の イニ シエ ー シ ョン、 さ

らに、女 性性 が荷 う トリック ス ター心性 が もた らす救 済 とい う癒 しは身体 を媒 介 と して起 こ る と言 え、 身

体 と深 く関 わ りな が ら自然 の リズ ム と とも に生 きる存 在 であ る女性 に とって は、特 に身体 性 の問 題 は重 要

だ と考 え られ るだ ろ う。 それ ゆ え、心 身症 や摂 食 障害 とい った体 の病 を呈 す る女性 が 増加 して い る とい う

現 状 を重 くみ なけ れば な らない し、この現 象 につ い て考察 してい くこ との 必要 性 が感 じられ る よ うに思 う。

4.自 然の リズム と聖娼

こ こで は、上 述 した二 つ 目の視点 「動 的 で 、創造 的 で、 生命 感 あふ れ る」 聖 娼 の側 面 、す な わち、 自然

の リズ ム を ま さに体 現 して い る聖娼 の イ メー ジに つい て考察 したい と思 う。

まず 、聖 娼 につ いて考 える際 、性 を どう と らえるか とい う ことは本 質 的課題 で あ り、性 につい て考 える

こ とは 身体性 につ いて考 察す る こ とに重 なる。性 は確 か に新 しい生 を もた らす もの で あ り、また 一方 で は、

宗教 的 な法悦 に も通 ず る よ うな宇宙 との一体 感 、 脱個 人 を経験 させ 、 究極 的 には死 へ と繋 が る もので もあ

る。 ま さに性 とい うこの一点 にお いて 、生 と死 とい う両極 の様 相 が姿 を見 せ る。 しか し考 えてみ る と、新

しい生命 が もた ら され る と ころ に古 い ものの死 が 訪 れ るこ とは、 自然 の 当然 の成 り行 きであ り、 これが生

命 の循環 、 自然 の リズ ム と言 える 。確 か に、出 産 は元来 死 を伴 うもので あ った。 また 、生 き物 に よって は、

性 交 の後 、雌 が 雄 を食べ て しま うこ と もあ り、原宗 教 的 な祝 祭 におい て は、 同様 の営 み が実 際 に行 われ て

い る こ とが記 され てい る。

「全民 衆 の歓 呼 と注視 の前 で行 われ る遊 女 と情 夫 の公 開の性 交 は祭儀 の頂点 をなす もので あ り、放 縦無

制 約の 集 団混 交が 開始 され る合 図 で もあっ た。(中 略)彼 と交 わ った遊 女 は、 性 交 のあ とで雄蜘 蛛 を食 い

尽 くして しま う雌 蜘 蛛の よ うに、情 容赦 な く彼 を殺 させ て しま う」(W.シ ュ ーバル ト1975年)。

大 変 グ ロテ ス クな記述 なの だが 、一切 の感 情 を抜 きに して考 えてみ る と、生 と死 の循 環 を まさ に性 交 と

い う一点 にお いて表 してい る現象 で あ り、自然 のメ カニ ズ ムを表 して い る と考 える こ と も出来 るであ ろ う。

確 か に、 イナ ンナ の冥界 下 りにお いて もイナ ンナ が死 か ら回帰 した際 に 身代 わ りと して ドゥム ジが差 し出

され るが 、 これに つい て もPerera(1981)は 「エ ネル ギ ー保存 の法則 であ る」 と言 っ てい る。

一方 、 この よ うなグ ロテ ス ク さはNeumann(1971)の 言 う 「恐 ろ しい太 母 の支 配 領域 」 に見 られ る もの で

あ り、 これはJung(1951)の 言 う 「母元 型」 や 「母 娘元 型」 に対応 す る層 と思 わ れ るが 、 この様 相 につ い

て次 の ように述 べ てい る。

「しば しば血 な ま ぐさい、残 酷 な、 わ いせ つで さえあ る狂操 の中で 、無 垢 な子 ど もが 生賛 に され る。 と

き どき本 来 の ネキ ュテ ィア、 つ ま り冥府 へ の 旅や 「得 が た い宝物 」の探 索 が テ ーマ となるが 、 これは とき

と して 月経 の血 を月 に捧 げる儀礼 的性 的 な狂 操 また は供 儀 とかか わ りを もって い る。お も しろ い こ とには、

拷 問や わ いせ つ行 為が 「大 地 の母」 に よって な され る。 血 を飲 ま された り、 血 につ け られ た り、 また礫 刑

も行 われ てい る」(Jung、1951年)。

これ は先 に述 べ た イナ ンナの 属性 につ い て のPerera(1981)の 見解 「母 性性 と処 女性 、 生命 の喜 び と殺 人

の欲 望 、肥 沃 さと獣性 との境界 領 域 の半 ば」 とい うイ メー ジ に も繋 が る よ うに感 じられ るが 、 よ く言 われ

る ような いわ ゆ る母性 の持 つ否 定 的 な側 面 「呑 み込 み、が ん じが らめ にす る」 とい うよ うな もので は な く、

もっ と根 源 的 な もの に まつわ る一 種 の 「魔 」 と も呼 べ る よ うな、 グロ テス ク さを表 してい る。そ して 母性

の持 つ ネ ガテ ィブ な側 面 とい うよ り、 確 か に プエ ラ(少 女性)が 持 つ奔 放 さや無 鉄 砲 さに よ り近 く感 じら
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れ る。い ず れ にせ よ、 この領 域 に見 られ る 「魔 」 は、意識 的 に操 れ る よ うな もので は な く、 は じめか ら も

うそ こに存在 して い る ものだ と理解 され る。 この領域 はPerera(1981)の い う、 「意識 の魔術 的で 原初 的 な レ

ベ ル」 「心 と体 の結 びつ い た状 態 、 いわ ば 言語 以 前 の墓=子 宮状 態 」 で あ る。 心 理療 法 の 場 に おい て は、

「抑鯵 や境界 例 的 も し くは スキ ッ ォイ ド的 イ メ ージ」 を扱 うこ とに繋 が り、 こ こには心 身症 や摂 食 障害 の

人 々 も含 まれ る だ ろ う。 「治 療 にお け る この レベ ル の仕事 は、 最 も深 い情 動 を含 んで お り、必 然 的 に言 語

以前 の 『乳幼 児期 』段 階 に結 び つ くもの」 で 「本 能 と情 動 と感 覚認 知 とが 身体感 覚 にや っ とな じみ は じめ

て い る よ うな、身 体 ・精神 レベ ル の仕 事 」 で あ る とい う。 そ して河 合(1998)も 聖 娼 の イ メ ージ につ い て

「性 と霊 性 の一 致 を招 来す る」 と述べ てお り、 こ ころ と体 を二 分極 的 に分 け るので は な く、 そ の全体 性 の

中で あ らゆ る もの を感 得 す る姿 がそ こには見 受 け られ る。 こ こか ら、言 語以 前 の世 界 に触 れ た りこ ころ と

体 の二分 極 を越 え た とこ ろにあ る もの を考 えた りす る際 には、 性=セ ク シュ ア リテ ィ とい う身体性 に関 わ

る もの につ い て よ り一層 注 目 して い くこ とが 重 要で あ る こ とが 示唆 され る。先 に述 べ た心 身症 や摂 食 障害

の患 者 の増加 も、体 を どう捉 えてい くのか、 あ るい は体 の感 じる ところ、 自然 の リズ ム を ど う取 り戻 して

い くの か とい うこ とに も関 わ って くる よ うに思 われ る。

また 、Susan(1969)は 、 ポル ノ グラ フ ィに関 す る論 考 の 中で 「『狼 褻 な る もの』 は、 人 間 の意識 の 一 つ

の原 初観 念 で あ り、 病 め る社 会 が 肉体 に対 して持 つ嫌悪 感 な どとい う底 の浅 い もので は ない」 と し、性 に

つ い て 「依 然 として人 間意識 の魔性 的 な力 の一 つ で ・・(中 略)・ ・善 悪 を超 え、愛 を超 え 、正気 を超 えた も

の として、試 練 の ため の、意 識 の限 界 を突 き破 る ため の方 策 としての性 」 とい う側 面 が ある ことを記 して

い る。 ここで もや は り、 性 の もた らす胱 惚感 とそ の コ ン トロ ール の出来 な さは死 との 関係 の深 さを示唆 す

る もので ある 。佐伯(1987)も 同 じ く性 と死 との親 和性 を指摘 してい るが 、遊 女が 性 を遊 ぶ とい うこ とを

「単 なる遊 び に過 ぎず、 そ れ以 上 の もので は ない」 と判 断 す るの は誤 りで あ り、 「遊 び」 の持 つ本 来 の意味

を 「ア メ ノウズ メ の動作 が 『楽(あ そ び)』 で あ り、 葬送 儀礼 が 『遊 』 と呼 ばれ た通 り、 こ う した聖 な る

もの 、他 界 との交感 が 、 『遊 び』 だ った の であ る」 と指摘 して い る。す なわ ち、性 を遊 ぶ とい うこ と を明

快 に 「魂 をな ぐさむ」 と表 現 して お り、 この ような非 日常(ハ レ)の 世界 におい て経 験 され るこ とが、 ど

こか しら癒 しへ と繋が ってい た と言 う こ とがで きるだ ろ う。

聖 娼 のイ メ ージか ら性 や死 、魔 につい て考 察 して きた が、 人 間の本 能 的 な部分 に関 わ る自然 のあ るが ま

まの様 相 、 リズ ム、 とい うもの を考 えて い くと、 これ らは 自ず と行 きつ く トピ ックであ っ た。 しか し、 こ

こで 「リズ ム」 とい う こ とに焦点 を絞 っ て考 え てみ る と、そ れ は生老 病死 とい う流 れや 日本 人 に とって の

四季 の移 ろい ゆ くあ りさ まな ど、 常 に変化 しつづ け る こ と、 万事 が流 転 してい る こ と、 を表 してい る よ う

に思 う。 そ れ は生 きと し生 け る もの の 、 あ る が ま まの 、 ま た 当 た り前 の 、在 り方 で あ る。 「死 と再 生」、

「創造 と破 壊 」 とい う言 葉 で表 す こ とも出来 るが 、 この よう な二相 的 な動 き よ りもむ しろ月 の満 ち 欠 け と

い った 断続 的 な変化 に近 いか も しれな い。 そ してそ れ は、何 度 も同 じこ とが 繰 り返 され てい る と同 時 に、

毎 回異 な る循 環 だ と言 え、 この よ うな聖娼 の イ メ ージが 、心 身症 や摂 食 障害 の人 々 に とって は どの よ うに

映 って い るのか 、 また彼 女 た ちの抱 え る 「身 体」 の病 い と どの ような関係 が あ るの か を明 らかにす る こ と

が 「身体 性 の問題 」 につ いて考 察 す るひ とつ の契機 とな る よ うに思 われ る。

〈おわりに〉

ここ まで、 「聖 娼」 の イ メー ジか ら連 想 され る こ とにつ い てい くつ か取 り上 げ考 察 して きた。 冒頭 で も

述べ た ように、 これ らが 「身体性 」 とどの よ うに結 びつ い てい くの か につ いて よ り綿 密 な考 察 を行 う こと

が今 後 の課題 で あ る。

現 段 階 におい て は、聖 娼が 性 を聖 な る もの と して生 きた存 在 で ある こ とか らも示 唆 される ように、 身体

性 の問題 と性(セ ク シュ ア リテ ィ)と の関連 を よ り明 らか に して い くこ とが まず大 切 であ る と感 じて い る。

つ ま り、 心 身症 や摂食 障 害 とい った 身体 の病 い を抱 え る人 々 に とって セ クシ ュア リテ ィとは どの ように捉

え られ てい るの か とい う視 点 であ る。

また、 心 身症 や摂食 障 害 とい った病 い が女 性 に多 い とい うこ とか ら も明 らかな よ うに、 女性 性 に関 わ る
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こ とが らにつ い て よ り考 えて い く必 要 性 を感 じる。元 来、 女性 は体 との結 び つ きが強 い と思 わ れ るが 、 ま

.た一方
、女 性 の体 が古 来 よ り神 聖視 されて きた とい う背景 もあ る。 た とえ ば、本 論 にお いて 取 り上 げた ア

メ ノウズ メの振 る舞 い はま さに、 女性 の体 とその癒 しの ちか らを表 して お り、女 性性 が荷 う癒 しの力 と身

体 性 の問題 は分 か ち難 く結 び つい てい る よ うに思 われ る。

本論 文 は 、 「聖娼 」 の イメ ー ジ を中心 と して そ こか ら広 が るい くつ か のキ ー ワ ー ドにつ い て考 察 して お

り、拡 散 的 な印象 が あ るこ とは否 め ない。 今後 は、 こ こで 述べ て きた よう な こ とが らについ て 日々 の臨床

経 験 に基づ きなが ら慎 重 に考 察 を深 めてい くとと もに、 よ り多角 的 に 「身体性 」 につ い て捉 え、 この問題

につ いて の研 究 を深 めて い きたい と思 う。
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〈ResearchNotes>

AStudyConceming"KARADA"and``IYASHI"

:Usingtlleimageof"SacredProstitute"

mROSAWA,Aiko

Recently,inthepsychotherapywomenhavingphysicalsymptomssuchasasomatizationdisorderandan

eatingdisorderareincreasing.Think童ngaboutthisbackgroundIfbunditimpossibletoconsidermindandbody

separately.AndIhavehituponanideathatthereis"KARADA"betweenmindandbody,beyondthem,or

includingthem.

InthispaperIusedtheimageof"sacredprostitute",whichisoneofthematerialsconcerning

"KARへDA"
anddiscussedsometopicsassociatedwiththis量mage.TheSacredProstituteisalsocalled"shrine

maiden"or"shrinepmstitute",whohasasexwithastrangervisitingtheshrine.Thatisasacredsexua墓contact.

Regard並ngthestmctureofthispaper,in1.MotifoftheSacredProstituteItouchedontheimageoftheSacred

Prostituteandtwopointsrelatedwithit,andin2.TheGoddessofInannaIdiscussedanattributeofInannathat

watchesoverthehtualoftheSacredProstitute.In3.active-passivenessandanconsciousness,andin4.anatural

rhythmandtheSacredProstitute,whicharetwopointsassociatedwi由theimageoftheSacredProstitute,IdiscuSsed

thenecessityandthedif罰cultyfbrwomenbecomingself-dependent,acloselyπela亘onshipbetween"KARADA"

and"IYASHI"carriedbywoman,andthealterat垂onofthelifbandthedeathandthegrotesqueaspectsofsex.

Thereshouldbecomeimportantkeywordstodiscuss"KARADA"mo㎎deep藍y.


